®
RRAHEHAX
:%ﬂ%ﬁﬁ:ﬁﬁhmx%ﬁﬁ&?%tmmmltﬁm& " l

-\ ..
BmARzE~ Y E LTEN LT, s §\‘¢“
B =PEMN L. BRARERST i I
B EAAEEBEEICIRZ AL, & oy O
SEEAL7-Z L& RA > MEL T e e o
i AaTH 2 A — X V' ¥e ’ i £
L
HHARX : .~
RREEKZFE

EFRERAEFHEMAORAE I



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食品ロスを食べ物として生かして、値引きや寄付し、食品ロスを減らす取り組みを消費者に見える化し、社会貢献したことをポイント化して地域社会で支え合うサービス 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
TABETEの大学学生食堂への導入から、商品が売れた際の手数料が高いため、事業者が利用しにくいこと、商店街などでは食品ロスの情報掲載の手間がかけられない。
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